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授業の教育 

目的･目標 
コンピューターによる工学的な問題についてのシミュレーションを行うのに必要となるモデリ

ングの考え方を理解することを目的とする。 

学科の学修･教育

目標との関係 モデリングの考え方を理解・修得することで，工学的知識に基づいたデザインの能力を深める。 

キーワード モデリング，シミュレーション，１次システム，２次システム，微分方程式，ラプラス変換 

授業の概要 
様々な工学的な問題について、コンピューターによるシミュレーションでの解析を行うには、まず、

問題の抽象化という過程を経なければならない。この過程はモデル化、あるいはモデリングと呼ばれ

る。本講義では、工学的問題のモデル化の考え方について解説する。 

授業の計画 第1回： モデリングとシミュレ－ション 

第２回： モデリングの概要 

第３回： モデルの分類 

第４回： 連続時間システムのモデリングⅠ 数学モデルと物理モデリング 

第５回： 連続時間システムのモデリングⅡ 動的システム 

第６回： モデルの振る舞いⅠ 1次システム（１） 

第７回： モデルの振る舞いⅡ 1次システム（２） 

第８回： モデルの振る舞いⅢ ２次システム（１） 

第９回： モデルの振る舞いⅣ  ２次システム（２） 

第10回： モデルの振る舞いⅤ  ２次システム（３） 

第11回： ラプラス変換と伝達関数Ⅰ 

第12回： ラプラス変換と伝達関数Ⅱ 

第13回： CGにおけるモデリングⅠ 

第14回： CGにおけるモデリングⅡ 

第15回： CGにおけるモデリングⅢ 

受講条件・ 

関連科目 線形数学Ⅰ，Ⅱ，解析入門，解析Ⅰ，Ⅱ，基礎物理学，物理学，数値計算法 

授業方法 
講義形式 

テキスト・参考書 
開講時に指示する 

成績評価 
・期末試験（70%） ・小テスト（  %） ・レポート（30 %） ・その他（    ）（  %）  

履修上の注意  

 


